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1. 1. 1. 1. はじめにはじめにはじめにはじめに    

木村研究室では大型ディスプレイを用いた遠
隔通信会議システムを実現するための研究を行
っている.これまでに様々な撮影・視聴位置にお
いてカメラ目線を実現する条件を検証してきた
が[1]，使用したビデオカメラが大きいため，実用
的な条件を発見することができなかった． 

一方で，現在市販されているパノラマカメラは
小型であるため，カメラの配置条件の制約が少な
くなる．本研究では，ディスプレイをさらに大型
化し小型パノラマカメラを用いたうえで，カメラ
目線を実現する条件を再度検証する． 

2. 2. 2. 2. 使用機材使用機材使用機材使用機材    

実験に使用した機材を以下に記す． 

 パノラマカメラ（Jabra：Panacast） 

 プロジェクタ（Aladdin X：XM03F） 

 ホワイトボード 

 三脚 

3. 3. 3. 3. 評価実験評価実験評価実験評価実験 1111    

3333.1. .1. .1. .1. 実験環境・手順実験環境・手順実験環境・手順実験環境・手順    

撮影および視聴環境を図 1 に示す．プロジェク
タでホワイトボードに投影したディスプレイの

画面中央部にパノラマカメラを設置した．被撮影
者及び被験者は常にディスプレイ中央を注視し
た．撮影条件は表 1 に示す 4 通りとした． 

5 名の被験者は 3 カ所の視聴位置ごとに計 48

枚（＝4 条件×3 撮影位置×4 繰り返し）の評価
用画像を表 2 に示す 6 段階で評価した．視聴位置
及び画像の提示順序は被験者ごとにランダマイ
ズした． 

3333.2. .2. .2. .2. 実験結果実験結果実験結果実験結果    

撮影条件ごとの実験結果を図 2 に示す．エラー
バーは 95%信頼区間を表す．一要因分散分析及び
多重比較においても有意差があったため，条件 1

が 4 つの撮影条件の中で最もカメラ目線に見え
るという結果となった． 

表 1 評価実験 1 の撮影条件 

 高さ 角度 画角 

条件 1 10cm 1 段階前 140º 

条件 2 10cm 1 段階前 180º 

条件 3 15cm 1 段階前 140º 

条件 4 20cm 1 段階前 180º 

 
表 2 6 段階評価 

6 一致 

5 かなり一致 

4 やや一致 

3 やや不一致 

2 かなり不一致 

1 不一致 

 

図 2 評価実験 1 の実験結果 

図 1 評価実験 1 の撮影・視聴環境 

（上：側方図，下：平面図） 



4. 4. 4. 4. 評価実験評価実験評価実験評価実験 2222    

4444....1111. . . . 実験環境･手順実験環境･手順実験環境･手順実験環境･手順    

評価実験 1 で一番評価の良かった条件（高さ
10cm，画角 140º，角度 1 段階前）の撮影および
視聴環境による影響をより詳細に検討した．撮影
および視聴環境を図 3 に示す． 

8 名の被験者は 9 カ所の視聴位置ごとに計 27

枚（＝9 撮影位置×3 繰り返し）の評価用画像を
6 段階で評価した．視聴位置及び画像の提示順序
は被験者ごとにランダマイズした． 

4.2. 4.2. 4.2. 4.2. 実験結果実験結果実験結果実験結果    

撮影および視聴位置ごとの実験結果を図 4 に
示す．グラフより撮影・視聴位置ともに左右 0.6 

m までは評価 4 以上となり，カメラ目線に見える
と言う結果になった． 

実験に使用し，評価が良かった条件を図 5 に示
す．どちらもカメラ目線が実現できていることが
分かる． 

5555. . . . まとめまとめまとめまとめ    

本研究では，様々ディスプレイをさらに大型化
し小型パノラマカメラを用いたうえで，カメラ目
線の実現を検証する評価実験を実施した．その結
果，実用的なテレビ会議が実現できる条件を発見
することができた． 

今後は，実際にテレビ会議システムを構築した
うえでカメラ目線が実現できているかを検討し
ていく必要がある． 

参考文献参考文献参考文献参考文献    

[1] ⿊川佳⾳, "大画面ディスプレイにおけるカ
メラ目線の異なる撮影・視聴環境による影
響," 東北学院大学工学部学位論文・卒業論
文概要集, Vol. 36-IT, p. IT-77 (2024). 

連絡先連絡先連絡先連絡先    

 氏名：木村敏幸 

 所属：東北学院大学情報学部 

 所在地：宮城県仙台市若林区清水小路 3-1 

 電話番号：022-354-8752 

 E-mail：t-kimura@m.ieice.org 

図 3 評価実験 2 の撮影・視聴環境 

（上：側方図，下：平面図） 

図 4 評価実験 2 の実験結果 

図 5 評価実験 2 に使用した画像 

（上：中央，下：左 0.6 m） 


